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国分寺地区における文化施設の
整備

○　早期の着工・完成
　国分寺地区文化施設の整備は，建設計画の最重要課題として取り上げられ，既に，国分寺地区
文化施設整備検討委員会において，規模・機能等について審議されているところでありますが，早
急に，整備方針を取りまとめた上で，２１年度から，具体的に予算化していただき，早期完成に向
け，取り組まれたい。

市民政策部 国際文化振興課

　国分寺地区文化施設整備については，本年度，学識経験者や地域審議会，公募委員などからなる検討委員会を設
置し，３回にわたる会議を経て，８月に検討結果報告書が提出されたところです。同報告書については，既に議会
や地域審議会にも報告しているところですが，今後，本市としては，この報告書に盛り込まれた意見を踏まえ，基
本構想（案）を策定し，議会を始め，地域審議会，パブリックコメントなど様々な意見を聴く中で，整備を進めて
いきたいと考えています。
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２ ＪＲ端岡駅周辺整備事業

○　事業の進行管理
　この整備事業を進めるに当たっては，ＪRおよび地権者との協議等多くの課題もあることから，時
間を要すると思いますが，現行の高松市まちづくり戦略計画のとおり，平成２１年度の道路等実施
設計，平成２２年度の事業着手に向け，取り組まれたい。

都市整備部 都市計画課
　ＪＲ端岡駅の周辺整備については，現在，アクセス道路や駅南側における駅前広場の整備などについて，現状や
課題の整理を行っており，まちづくり戦略計画に位置付けられている，平成２１年度の道路等実施設計の着手に向
け，適切に取り組んでいきます。
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３ ＣＡＴＶの整備
○　整備の見通しについて
　ＣＡＴＶの整備に向けて，前回の審議会以降の進捗状況と，今後の整備に向けた取組についてお
聞きしたい。

総務部 情報政策課
　第三セクターである(株)ケーブルメディア四国が，光ファイバーでケーブルテレビ網を整備し，その回線を超高
速情報通信網としても利用する整備手法を基本に，具体的な整備内容等について協議中であり，できるだけ早期実
現を図る予定です。

○ コミュニティバスの存続 国分寺町コミュニティバスは 昨年の１０月に路線変更や便数増の運行計画の見直しを行い 利用促進に努めて
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４ 公共交通の整備

○　コミュニティバスの存続
　コミュニティバスの運行については，路線の見直しをはかるなどの改善策を行っていただいてい
るところですが，利用率は依然として厳しい状況です。
　しかし，交通弱者や地域住民の生活のための交通手段として，必要不可欠なものであり，引き続
き，存続されるよう強く要望したい。

市民政策部
企画課交通政策
室

国分寺町コミュニティバスは，昨年の１０月に路線変更や便数増の運行計画の見直しを行い，利用促進に努めて
きましたが，１０月からの６か月間における一日あたりの利用者数（９３人）は平成１８年の同時期（８９人）と
比較して微増していますが，１便当たりの乗客数は，１８年度の３．２人に対し，１９年度では２．３人と１．０
人減少しています。今後，地元関係者組織との連携も図りながら，利用促進施策を検討していきたいと考えていま
す。
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